鳥取県美術資料収集評価委員会運営要綱
（趣旨）

第１条　この要綱は、鳥取県美術資料収集評価委員会（以下「評価委員会」という。）に関し必要な事項を定めるものである。

（調査審議する事項）

第２条　評価委員会は、鳥取県附属機関条例（平成２５年鳥取県条例第５３号）第２条第２項の別表第２で定める「鳥取県立博物館に収蔵する美術資料の収集の可否及び評価に関する事項」
について調査審議するものとする。

（組織）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第３条　評価委員会は、委員７人以内で組織する。
（委員）

第４条　委員は、その調査審議する事項に関し知識又は経験を有する者のうちから、鳥取県教育委員会が任命する。
２　委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

３　委員は、再任されることができる。
（会長）

第５条　評価委員会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。

２　会長は、会務を総理し、委員会を代表する。

３　会長に事故あるときは、あらかじめ会長が指名する委員が、その職務を代行する。
　　　
（会議）

第６条　評価委員会の会議は、鳥取県教育委員会教育長（以下「教育長」という。）が招集する。

２　評価委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。

３　評価委員会の議事は、出席した委員の過半数で決する。

（特別参考人）                             
第７条　教育長は、美術資料の評価等に関し必要があると認めるときは、当該資料に関し専門的知識を有する者を特別参考人として招致することができる。
２  特別参考人は、評価委員会に出席し、又は意見書を提出して当該資料の評価等について意見を述べるものとする。               
（特別評価参考人）                        
第８条　教育長は、美術資料の価格の妥当性を検討するため、特別評価参考人を招致することができる。                    
２　教育長は、美術資料の流通に精通している者（主に画商等の市場関係者）の中から、評価の対象となる資料について利害関係を有しない者を、１分野３名ずつ特別評価参考人としてその都度招致する。
３　特別評価参考人は、個々に独立して美術品の価格の評価を行うものとし、評価委員会に出席し、又は意見書を提出して当該資料の価格に関する意見を述べるものとする。
（守秘義務）

第９条　委員および参考人は、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。
（庶務）

第１０条　評価委員会の庶務は、鳥取県立博物館において行う。

(その他)

第１１条　この要綱に定めるもののほか、評価委員会の運営に関し必要な事項は評価委員会が定める。

附　則　　　　　　　　

１　この要綱は、平成２５年１０月２１日から施行する。

２　この要綱の施行に伴い、鳥取県美術資料収集評価委員会設置要綱は平成２５年１０月１０日限りで廃止する。

